
い
、
総
会
（
２
年
に
１
回
）
の
出
席
者
に

も
影
響
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
前
に
も
述

べ
た
こ
と
で
す
が
、
今
後
は
女
性
理
事
の

役
割
が
当
会
の
継
続
発
展
に
重
要
な
要
素

に
な
っ
て
来
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
新
会
長
の
下
、
築
地
工
芸
会

の
継
続
発
展
に
協
力
し
て
い
く
所
存
で
あ

り
ま
す
。

　

新
会
長
さ
ん
へ
の
さ
ら
な
る
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
と
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

き
る
環
境
で
、
次
期
会
長
の
Ｆ
＝
Ｉ
科
桜

井
洋
一
さ
ん
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
で
き
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
は
も
と
よ
り
、
事
務
局

業
務
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
荒
井
元
会

長
さ
ん
と
校
内
理
事
の
神
山
氏
の
協
力
で

あ
り
、
ま
た
各
理
事
さ
ん
の
ご
理
解
の
上

の
こ
と
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
あ
ら

た
め
て
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

２
年
間
の
会
長
職
を
担
っ
て
思
っ
た
こ

と
は
、
各
科
理
事
の
高
齢
化
と
減
少
に
伴

●
退
任
の
ご
挨
拶

前
会
長　

細
江　

邦
雄

　

会
長
に
就
任
し
た
当
初
は
、
２
年
間
は

長
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
振
り
返
っ
て

み
れ
ば
、
就
任
時
に
目
標
と
し
た
公
約
等

は
具
体
的
な
成
果
は
何
も
な
か
っ
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。
た
だ
、
１
番
の
目
的
で
あ

っ
た
、
津
久
井
事
務
局
長
後
の
築
地
工
芸

会
の
継
続
に
つ
い
て
は
あ
る
程
度
満
足
で

　

さ
て
、
よ
う
や
く
我
が
国
は
長
い
デ
フ

レ
か
ら
脱
し
景
気
も
上
向
い
て
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
２
０
２
０
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も

決
ま
っ
た
こ
と
で
、
日
本
全
体
が
活
気
づ

い
て
き
た
よ
う
で
す
。
こ
れ
を
機
に
日
本

へ
の
注
目
度
が
増
し
、
独
自
の
コ
ン
テ
ン

ツ
や
食
文
化
が
さ
ら
に
世
界
へ
浸
透
し
て

い
く
こ
と
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
日
本
の

も
の
づ
く
り
の
信
頼
度
は
高
く
、
い
ろ
い

ろ
な
製
品
が
世
界
で
人
気
を
集
め
て
い
ま

す
。
そ
の
も
の
づ
く
り
を
支
え
る
、
我
が

都
立
工
芸
高
校
の
役
割
は
、
ま
す
ま
す
高

ま
っ
て
く
る
は
ず
で
す
。
そ
の
中
に
お
い

て
、
築
地
工
芸
会
は
都
立
工
芸
高
校
の
良

き
伝
統
を
守
る
と
と
も
に
、
新
し
い
時
代

に
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

若
い
Ｏ
Ｂ
や
女
性
の
参
加
を
呼
び
掛
け
、

細
江
会
長
の
後
を
引
継
ぎ
築
地
工
芸
会
の

さ
ら
な
る
発
展
に
微
力
な
が
ら
貢
献
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
指
導
・
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。（

昭
和
43
Ｆ
＝
Ｉ
卒
）

●
築
地
工
芸
会

　

会
長
就
任
の
ご
挨
拶

新
会
長　

桜
井　

洋
一

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

新
し
い
年
が
、
会
員
の
皆
様
に
と
っ
て

佳
き
年
に
な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
は
、
昨
年
11
月
の
理
事
会
に

お
い
て
、
次
期
会
長
に
指
名
さ
れ
お
引
受

け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
何
卒
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

頌　春　　2014・1・1

築
地
工
芸
会
支
部

関
西
工
芸
会

築
地
工
芸
会
支
部

中
京
工
芸
会

平成26年度　総会
●日時：5月24日㈯ 午後1時～
●場所：母校　視聴覚室及び会議室

◆皆さま、今すぐ予定表にご記入下さい。
　詳細は４月発行の会報でご案内します。
◆平成26年の新年会はお休みです。
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築
地
工
芸
会�

会
長

㈱
ス
パ
イ
ク

代
表
取
締
役

桜　

井　

洋　

一

（
昭
43
・
Ｆ
卒
）

�

㈲
砂
口
製
作
所�

代
表
取
締
役

砂　

口　

政　

範

（
昭
30
・
Ｍ
卒
）

㈱
フ
ォ
レ
ス
ト�

代
表
取
締
役

会
長茂　

木　

益　

雄

（
昭
30
・
Ｐ
卒
）

バ
キ
ュ
ー
ム
モ
ー
ル
ド
工
業
㈱

代
表
取
締
役
会
長

北　

澤　
　
　

隆

（
昭
33
・
Ｆ
卒
）

㈱
マ
ツ
キ�

代
表
取
締
役
会
長

鈴　

木　

輝　

彦

（
昭
41
・
Ｍ
卒
）

関
西
工
芸
会�

会
長

丸　

山　

士　

郎

（
昭
43
・
Ａ
卒
）

頌　春　　2014・1・1

撮影・神山隆夫（昭43・A卒）

築
地
工
芸
会�

理
事

荒　

井　

拓　

哉

（
昭
35
・
Ｄ
卒
）

㈲
東
新
幸
社��

代
表
取
締
役

井　

上　

正　

治

（
昭
42
・
Ａ
卒
）

中
京
工
芸
会�

会
長

下
山
田　

信
一
郎

（
昭
23
・
Ｍ
卒
）

㈲
中
村
印
刷
所�

代
表
取
締
役

中　

村　

輝　

雄

（
昭
38
・
Ｐ
卒
）

築
地
工
芸
会�

理
事

神　

山　

隆　

夫

（
昭
43
・
Ａ
卒
）

�

㈱
シ
グ
ナ
ム�

相
談
役

大　

鳥　

身　

吉

（
昭
29
・
Ｍ
卒
）

㈱
ソ
フ
ケ
ン��

代
表
取
締
役

駒　

村　

武　

夫

（
昭
40
・
Ｄ
卒
）

築
地
工
芸
会�

副
会
長

梶　
　
　

広　

幸

（
昭
44
・
Ｄ
卒
）

㈱
た
き
工
房　

㈱
日
本
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
フ
ォ
ト

㈱
ワ
ー
ク
ア
ッ
プ
た
き　

㈱
イ
ン
パ
ク
ト
た
き

㈱
タ
ク
ト��

㈱
オ
ッ
ズ
デ
ザ
イ
ン　

㈱
ブ
ラ
ン

㈱
た
き
Ｃ
１　

㈱
た
き
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

滝　

澤　

方　

美

（
昭
29
・
Ｄ
卒
）

石
原
エ
デ
ィ
タ
ー
事
務
所

石　

原　

義　

久

（
昭
30
・
Ｐ
卒
）

築
地
工
芸
会�

理
事

中　

山　
　
　

清

（
昭
33
・
Ｍ
卒
）

築
地
工
芸
会�

監
事

㈲
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
エ
ム

代
表
取
締
役

細　

江　

邦　

雄

（
昭
41
・
Ｍ
卒
）

�

㈱
タ
カ
ギ
彫
金
工
芸

代
表
取
締
役

高　

木　
　
　

實

（
昭
48
・
Ａ
卒
）
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２
．
次
期
会
長
承
認
の
件

　

�　

次
期
会
長
に
桜
井
洋
一
氏（
昭
43
・
Ｆ
卒
）

が
推
薦
さ
れ
、
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

３
．
平
成
26
年
度
役
員
の
確
認
（
敬
称
略
）

　
　

就
任
理
事
：
Ｐ
＝
Ｇ
科
：
杉
野
文
彦

　
　

退
任
理
事
：
Ｐ
＝
Ｇ
科
：
丸
田
順
一
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｄ
科
：
大
野
慶
一

　
　

就
任
監
事
：�

Ｍ
科
：
細
江
邦
雄
、
Ｆ
＝

Ｉ
科
：
関　

公
宇

　
　

退
任
監
事
：
中
田　

実

◆
役
員
の
改
選
に
つ
い
て

　

平
成
26
年
度
は
役
員
改
選
の
年
に
当
た
り

ま
す
。
当
番
科
は
Ｍ
科
か
ら
Ｆ
＝
Ｉ
科
と
な

り
、
昨
年
11
月
19
日
の
理
事
会
で
承
認
さ
れ

ま
し
た
（
任
期
２
年
）。

　

な
お
、
今
後
、
各
科
同
窓
会
か
ら
新
た
に

理
事
の
推
薦
が
あ
る
場
合
は
、
理
事
会
の
承

認
を
得
た
う
え
で
、
会
報
「
こ
う
げ
い
」
で

お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

平
成
26
・
27
年
度
役
員（
敬
称
略
）

会　

長

桜
井　

洋
一（
Ｆ
＝
Ｉ
科
・
昭
43
）

副
会
長

高
木　
　

實（
Ａ
科
・
昭
48
）

細
江　

邦
雄（
Ｍ
科
・
昭
41
）

岡
田　

里
美（
Ｆ
＝
Ｉ
科
・
平
１
）

石
原　

義
久（
Ｐ
＝
Ｇ
科
・
昭
30
）

梶　
　

広
幸（
Ｄ
科
・
昭
44
）

理　

事

Ａ（
ア
ー
ト
ク
ラ
フ
ト
科
）

曽
我
部　

上（
昭
30
）、大
沼　

正
道（
昭
33
）

杉
本　
　

勉（
昭
36
）、井
上　

正
治（
昭
42
）

神
山　

隆
夫（
昭
43
）、堀
越　

敏
晴（
昭
43
）

大
沼　

千
尋（
昭
45
）、石
井　

正
美（
昭
54
）

高
木
家
守
子（
昭
54
）

Ｍ（
マ
シ
ン
ク
ラ
フ
ト
科
）

青
柳　
　

宏（
昭
23
）、大
鳥　

身
吉（
昭
29
）

中
田　
　

実（
昭
29
）、落
合　
　

忠（
昭
33
）

中
山　
　

清（
昭
33
）、松
井　

辰
弘（
昭
34
）

神
戸　

道
夫（
昭
36
）、脇
嶋　

邦
雄（
昭
36
）

鈴
木　

輝
彦（
昭
41
）、飯
田　

直
弘（
昭
49
）

佐
藤　

浩
久（
昭
56
）

Ｆ
＝
Ｉ（
イ
ン
テ
リ
ア
科
）

中
丸　
　

啓（
昭
30
）、森
谷　

延
周（
昭
32
）

工
藤　

精
一（
昭
36
）、関　
　

公
宇（
昭
39
）

池
田　

成
孝（
昭
60
）、伊
東　

久
江（
昭
60
）

佐
藤　

貴
志（
平
１
）、坪
井　
　

裕（
平
２
）

宮
田　

潤
一（
平
２
）、久
保
田　

晃（
平
５
）

久
保
田
真
奈
美（
平
５
）

Ｐ
＝
Ｇ（
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ア
ー
ツ
科
）

建
入　

泰
治（
昭
29
）、茂
木　

益
雄（
昭
30
）

大
澤　

正
則（
昭
59
）、杉
野　

文
彦（
平
２
）

Ｄ（
デ
ザ
イ
ン
科
）

安
藤　

良
子（
昭
34
）、荒
井　

拓
哉（
昭
35
）

岩
井　

昌
代（
昭
39
）、清
水　

和
男（
昭
40
）

中
山
れ
い
こ（
昭
41
）、福
田　

哲
夫（
昭
42
）

清
水　

一
忠（
昭
47
）、久
世　

佳
史（
昭
62
）

地
方
支
部

下
山
田
信
一
郎
（
昭
23
Ｍ
）
中
京
支
部

丸
山　

士
郎
（
昭
43
Ａ
）
関
西
支
部

監　

事

関　
　

公
宇
（
昭
39
Ｆ
＝
Ｉ
）

細
江　

邦
雄
（
昭
41
Ｍ
）

◎
一
般
寄
付
・
ご
芳
名

　

本
年
８
月
13
日
以
降
、
本
年
12
月
４
日
現

在
、
ご
芳
志
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
方
々
は

次
の
通
り
で
す
。
ど
う
も
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。（
順
不
同
・
敬
称
略
）

小
田
部
邦
彦
、
関
口
邦
夫
、
関
口
雅
江
、
荒

井
敏
雄
、
大
滝
史
博
、
後
藤
新
太
郎
、
川
津

敬
介
、
栗
島
眞
理
子
、
増
田
幹
康
、
田
代
雄
、

平
野
尭
久
、
矢
島
理
一
、
小
野
塚
均
、
年
見

昭
彦
、
佐
野
一
義
、
田
中
千
尋
、
橘
正
春
、

佐
竹
進
、
末
本
洋
太
、
大
久
保
勇
、
宝
田
満

男
、
大
場
須
美
子
、
丸
山
士
郎
、
高
井
芳
雄
、

磯
茂
乃
、
岩
井
昌
代
、
飯
野
健
次
、
田
代
智

隆
、
萩
原
奈
々
子
、
駒
村
武
夫
、
大
沼
正
道
、

古
木
嘉
雄
、
細
江
邦
雄
、

　

平
成
25
年
度
累
計

四
〇
三
、
〇
〇
〇
円

◆
平
成
25
年
度

第
２
回
理
事
会
報
告

　

平
成
25
年
11
月
19
日
午
後
６
時
か
ら
母
校

会
議
室
に
お
い
て
、
平
成
25
年
度
第
２
回
理

事
会
が
開
催
さ
れ
、
出
席
し
た
26
名
の
理
事

に
よ
り
、
次
の
報
告
、
審
議
、
承
認
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

１�

．
平
成
25
年
度
度
会
計
経
過
報
告

　

�　

一
般
会
計
収
入
は
、寄
付
金
を
含
め
て
、

例
年
に
比
べ
て
や
や
低
調
で
あ
る
。

事
務
局
よ
り
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活
躍
を
続
け
る田

口　

壽
恒
さ
ん

人
間
国
宝
（
昭
34
・
Ａ
卒
）

　

昭
和
34
年
Ａ
科
卒
業
の
田
口
壽
恒
さ
ん

は
、
平
成
18
年
に
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者

（
人
間
国
宝
）
に
認
定
さ
れ
、
平
成
22
年
に

は
旭
日
小
綬
章
を
受
章
さ
れ
て
鍛
金
の
世
界

で
ま
す
ま
す
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

田
口
さ
ん
の
代
表
的
な
作
品
の
ひ
と
つ

「
鍛
朧
銀
面
取
り
鉢
」
へ
の
思
い
を
語
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
鍛
朧
銀
面
取
り
鉢
」
へ
の
思
い

　

昭
和
59
年
「
日
本
伝
統
工
芸
展
」
19
回
展

に
於
い
て
「
第
31
回
日
本
工
芸
会
総
裁
賞
」

を
受
賞
し
ま
し
た
。
昭
和
47
年
初
入
選
よ
り

12
年
、
感
無
量
で
し
た
。

　

初
入
選
よ
り
２
度
連
続
に
入
り
展
覧
会
と

は
こ
ん
な
も
の
か
、
と
思
い
ま
し
た
。
翌
年

よ
り
３
回
続
け
て
落
選
と
成
り
、
何
を
作
っ

た
ら
良
い
の
か
、迷
い
に
迷
い
続
け
た
末
に
、

四
分
一
と
い
う
銀
・
銅
・
金
の
合
金
で
作
品

を
造
ろ
う
と
思
い
た
ち
ま
し
た
。

　

こ
の
金
属
合
金
は
鍛
金
と
い
う
私
の
家
業

で
あ
る
鎚つ
い

起き

の
技
術
も
明
治
以
後
の
近
代
化

に
依
り
、
こ
の
地
金
を
作
品
と
し
て
加
工
す

る
に
は
、
昔
よ
り
の
技
術
で
あ
る
、
鎚う

ち
上

げ
と
い
う
技
法
を
使
う
の
が
良
い
と
、
父
よ

り
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
ま
し
た
が
、
家
で
は

す
で
に
こ
の
技
術
で
の
作
業
は
、
使
っ
て
お

ら
ず
、道
具
も
あ
ま
り
有
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

１
度
記
録
映
画
で
観
た
の
を
思
い
出
し
、

道
具
造
り
か
ら
始
め
る
こ
と
に
成
り
ま
し
た
。

　

ま
さ
に
材
料
と
の
格
闘
で
し
た
。
私
の
自

由
に
成
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
時
の
作
品

は
そ
の
年
の
日
本
伝
統
工
芸
展
に
入
選
し
ま

し
た
が
、
会
場
で
自
分
の
作
品
の
前
に
立
つ

の
が
不
安
で
し
た
。
作
品
の
欠
点
や
、
や
り

足
り
な
い
と
こ
ろ
が
気
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

受
賞
の
作
品
は
20
作
目
位
で
の
作
品
で
し

た
。

　

前
年
に
も
落
選
し
た
こ
と
で
、
作
品
が
仕

上
っ
た
と
き
は
、
一
応
手
応
え
を
感
じ
て
は

い
ま
し
た
。

　

２
０
２
０
年
に
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
有
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
７
年
で
体
力
も
落
ち
る

と
思
い
ま
す
が
、
80
歳
に
成
り
な
お
力
を
感

じ
さ
せ
る
作
品
を
造
り
続
け
て
い
た
い
。

　

工
芸
で
の
３
年
間
は
正
に
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
を

や
る
た
め
に
通
っ
て
い
た
様
な
気
が
し
ま
す
。

　

卒
業
後
も
近
く
の
ク
ラ
ブ
に
入
り
早
朝
テ

ニ
ス
を
や
る
こ
と
が
私
の
健
康
の
秘
訣
で
し

ょ
う
か
。

鍛
金
一
筋
50
年
…
祖
父
の
道
具
に
導
か
れ

平
成
22
年
４
月
29
日
発
行
「
産
経
新
聞
・
朝

刊
」
安
岡
一
成
氏
の
記
事
か
ら
抜
粋

　

「
同
じ
こ
と
を
ず
っ
と
や
り
、
一
筋
の
道

を
歩
い
て
き
た
。
長
く
や
っ
て
も
日
の
目
を

見
な
い
人
も
い
る
の
だ
か
ら
、
感
無
量
だ
よ

ね
」

　

祖
父
、
父
の
後
を
継
ぎ
、
金
属
を
金
づ
ち

で
打
ち
伸
ば
し
て
器
物
を
成
形
す
る
鍛
金
の

世
界
に
入
り
50
年
余
り
。
人
間
国
宝
に
選
ば

れ
た
こ
と
に
続
く
栄
誉
に
喜
び
を
か
み
し
め

た
。

　

手
の
ひ
ら
に
な
じ
む
曲
面
を
持
つ
水
指
、

丸
い
鉢
の
内
側
に
平
面
を
取
り
、
光
の
反
射

を
強
め
た
生
け
花
用
の
鉢
…
。
こ
れ
ら
す
べ

て
を
１
枚
の
金
属
板
か
ら
生
み
だ
し
て
い

る
。「
当
て
金
」
と
呼
ば
れ
る
太
い
鉄
の
棒

を
木
製
の
作
業
台
に
突
き
刺
し
、
そ
の
上
に

載
せ
た
金
属
板
を
金
づ
ち
で
た
た
い
て
立
体

化
。
最
後
は
１
ミ
リ
以
下
の
細
か
い
作
業
に

全
神
経
を
集
中
さ
せ
る
。
酸
化
さ
せ
て
色
合

い
を
仕
上
げ
る
こ
と
も
あ
る
。
１
つ
作
る
の

に
２
カ
月
を
費
や
す
。

　

中
学
生
の
こ
ろ
か
ら
父
の
仕
事
を
手
伝

い
、「
ご
く
自
然
に
入
っ
た
」
と
い
う
こ
の

道
。「
気
が
つ
い
た
ら
仕
事
場
に
い
る
」
と

い
う
ほ
ど
の
め
り
こ
ん
で
き
た
が
、
職
人
の

意
地
と
先
見
の
明
で
一
家
を
守
っ
た
祖
父
へ

の
思
い
は
強
い
。

　

戦
中
の
金
属
類
回
収
令
で
、
職
を
奪
わ
れ

た
祖
父
。
仕
事
道
具
も
供
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
祖
父
は
道
具
一
式

を
布
団
や
日
用
品
を
入
れ
た
箱
の
中
に
忍
ば

せ
て
疎
開
先
ま
で
持
っ
て
い
き
、
国
に
は
渡

さ
な
か
っ
た
。（
一
部
割
愛
）

　

祖
父
の
残
し
た
道
具
は
今
で
も
大
切
に
使

っ
て
い
る
。

　

「
こ
の
仕
事
が
で
き
る
の
は
こ
の
金
づ
ち

が
あ
る
か
ら
」。
こ
う
語
り
、
カ
ン
、
カ
ン
、

と
リ
ズ
ム
を
刻
み
始
め
た
。

昭和59年　伝統工芸新作展

第11回伝統工芸日本金工展
「黒味銅　輪花鉢」

昭和60年　伝統工芸日本金工展
「鍛朧銀面取り鉢」
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◆
平
成
25
年
度　

関
西
工
芸
会
の
集
い
◆

　

こ
の
度
53
回
目
と
な
る
伝
統
の
関
西
工
芸

会
の
集
い
を
、
11
月
９
日
大
阪
は
阪
急
百
貨

店
の
高
層
階
に
あ
る
日
本
料
理
屋
「
つ
る

家
」
に
て
大
阪
を
一
望
す
る
景
色
の
中
、
開

催
い
た
し
ま
し
た
。

　

私
は
本
年
度
か
ら
前
事
務
局
の
丸
山
会
長

か
ら
事
務
局
を
引
き
継
ぎ
、
会
の
進
行
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
関
西
工
芸
会
始
ま
っ
て
以
来
の
初
の

女
性
参
加
者
が
あ
り
盛
り
上
が
っ
た
翌
年
の

今
回
、
初
の
10
代
の
男
性
、
女
性
は
さ
ら
に

増
え
て
４
名
が
参
加
し
て
の
と
て
も
賑
や
か

で
華
や
か
な
明
る
く
楽
し
い
会
に
な
り
ま
し

た
！
こ
う
し
て
新
し
い
人
材
が
毎
年
増
え
、

会
の
存
在
を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
伝
統

の
関
西
工
芸
会
を
継
続
し
て
い
け
ま
す
。
今

◆
中
京
工
芸
会
50
回
総
会
開
催
◆

　

中
京
工
芸
会
は
、
50
年
前
に
本
部
築
地
工

芸
会
事
務
局
長
の
故
津
久
井
正
幸
先
生
（
Ｓ

17
Ａ
卒
）
と
名
古
屋
在
住
の
故
只
腰
一
久
氏

（
Ｓ
12
Ｆ
卒
）
に
よ
っ
て
同
窓
会
支
部
と
し

て
創
立
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
38
年
の
準
備
記

念
総
会
、
翌
年
の
第
１
回
総
会
か
ら
今
年
の

50
回
総
会
ま
で
１
度
も
欠
か
す
こ
と
な
く
開

催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
も
築
地

工
芸
会
の
ご
支
援
、
先
輩
諸
氏
の
ご
努
力
・

ご
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
の
快
挙
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。

　

今
年
も
、
10
月
20
日
㈰
13
時
か
ら
名
古
屋

の
料
亭
「
大
森
」
に
て
開
催
し
ま
し
た
。
築

地
工
芸
会
の
細
江
会
長
さ
ん
・
事
務
局
の
神

山
さ
ん
、
母
校
の
松
本
校
長
先
生
、
関
西
工

芸
会
の
丸
山
会
長
さ
ん
、
そ
し
て
横
浜
か
ら

駆
け
つ
け
て
下
さ
っ
た
岩
崎
龍
二
さ
ん
（
Ｓ

35
Ｍ
卒
）
の
ご
来
席
を
頂
き
ま
し
た
。
当
会

か
ら
は
、
２
名
の
女
性
を
含
め
た
10
名
、
総

勢
15
名
と
50
回
に
ふ
さ
わ
し
い
賑
や
か
な
総

会
に
な
り
ま
し
た
。ま
さ
し
く
「
老
若
男
女
」

が
「
和
気
藹
藹
」
と
３
時
間
を
過
ご
し
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
皆
さ
ん
が
「
工
芸
の
学
び

舎
」
時
代
を
懐
か
し
く
思
い
返
し
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。
続
い
て
、
２
次
会
の
カ
ラ
オ
ケ

も
、
来
賓
の
方
全
員
と
、
ほ
と
ん
ど
の
会
員

が
遅
く
ま
で
喉
を
鳴
ら
し
、
帰
京
す
る
こ
と

も
忘
れ
て
い
ま
し
た
。

　

中
京
工
芸
会
も
高
齢
化
は
免
れ
ま
せ
ん

が
、
多
く
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
て
頂
く
こ
と

が
、
今
後
の
存
続
に
繋
が
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

中
京
工
芸
会
副
会
長

　
　
　
　
　
　

五
反
田　

稔
（
昭
35
Ｍ
卒
）

中
京
工
芸
会
の
歩
み
（
創
立
～
50
回
）

昭
和
38
年　

創
立
準
備
・
創
立
記
念
総
会

昭
和
39
年　

第
１
回
総
会

昭
和
40
年　

第
２
回
総
会

昭
和
41
年
～
46
年　

毎
年　

新
年
会
・
総
会

昭
和
47
年
・
48
年　

総
会

昭
和
49
年
～
51
年　

毎
年　

新
年
会
・
総
会

昭
和
52
年
～
平
成
５
年

　
　
　
　
　

毎
年　

総
会
（
第
30
回
）

平
成
６
年
～
平
成
25
年

　
　
　
　
　

毎
年　

総
会

　
　
　
　
　

節
分
会
・
春
の
集
い
・
花
見
会

平
成
25
年
10
月　

第
50
回
総
会

後
は
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
な
が
ら
新
し
い
人
材

と
の
交
流
を
開
拓
し
、
こ
の
関
西
の
地
で
同

じ
学
び
舎
を
卒
業
し
た
大
先
輩
と
こ
れ
か
ら

の
後
輩
達
と
の
交
流
の
場
を
絶
や
さ
ず
継
続

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　

関
西
工
芸
会
事
務
局

　
　
　
　
　

松
田　
　

健
（
平
成
13
Ａ
卒
）

●
支
部
だ
よ
り

訃
報

　

前
回
の
会
報
１
５
９
号
以
後
、
本
会
宛
正

式
に
ご
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
方
々
は
、
次
の

皆
様
で
す
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま

す
。

　

（　

）
内
は
逝
去
さ
れ
た
日
で
す
。

佐
藤
三
樹
彦
氏　

昭
11
・
Ｆ
卒
（
25
・
７
・
30
）

金
子　
　

至
氏　

昭
11
・
Ｆ
卒
（
25
・
11
・
８
）

杉
田　

兼
一
氏　

昭
18
・
Ｍ
卒
（
25
・
11
）

沓
掛
岩
三
郎
氏　

昭
18
・
Ｐ
卒
（
25
・
10
）

田
村　

宗
義
氏　

昭
25
・
Ａ
卒
（
25
・
９
・
27
）

岡
西　

高
男
氏　

昭
25
・
Ｆ
卒
（
24
・
１
）

榎
本　

利
廣
氏　

昭
28
・
Ｆ
卒
（
25
・
６
・
３
）

河
本　

博
行
氏　

昭
28
・
Ｐ
卒
（
24
・
４
・
11
）

田
中　

郁
子
氏　

昭
28
・
Ｄ
卒
（
25
・
７
・
11
）

和
田　
　

勉
氏　

昭
29
・
Ｆ
卒

宮
宅　

達
夫
氏　

昭
34
・
Ｍ
卒
（
25
・
８
・
18
）

稲
垣　

宏
信
氏　

昭
36
・
Ｆ
卒
（
25
・
７
・
26
）

栗
島　

忠
弘
氏　

昭
40
・
Ｄ
卒
（
25
・
３
・
29
）

中京工芸会50回総会

平成25年度関西工芸会の集い
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書
と
造
形
の
合
体
に
挑
戦
す
る

内
田　

盛
雄
さ
ん

（
元
Ｄ
科
教
員
）

　

元
Ｄ
科
教
員
の
内
田
盛
雄
先
生
が
書
の
世

界
で
活
躍
さ
れ
て
お
り
、
最
近
で
は
書
と
造

形
の
合
体
に
挑
戦
さ
れ
、
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

昨
年
10
月
３
日
～
９
日
に
北
青
山
の
ギ
ャ

ラ
リ
ー
コ
ン
セ
プ
ト
21
で
、
盛
硯
会
の
メ
ン

バ
ー
に
よ
る
「
書
芸
展
」
を
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
ユ
ニ
ー
ク
な
作
品
を
紹
介
す
る
と

と
も
に
、
内
田
先
生
が
工
芸
高
校
で
教
鞭
を

と
ら
れ
て
い
た
こ
ろ
の
想
い
出
か
ら
、
現
在

の
盛
硯
会
へ
の
思
い
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

す
。
そ
れ
は
、従
兄
弟
に
工
芸
Ｏ
Ｂ
が
い
て
、

彼
が
造
る
木
工
作
品
や
、
絵
画
な
ど
を
見
る

機
会
が
多
く
、
工
芸
へ
の
憧
れ
を
持
っ
て
い

た
か
ら
で
し
ょ
う
。
従
っ
て
、
私
自
身
が
後

に
工
芸
高
校
デ
ザ
イ
ン
科
の
教
員
に
な
れ
た

事
は
、
そ
の
後
の
人
生
を
考
え
て
も
、
大
変

嬉
し
く
、
幸
せ
な
事
で
し
た
。

●
デ
ザ
イ
ン
科
で
の
授
業

　

し
か
し
、
憧
れ
の
デ
ザ
イ
ン
科
の
教
員
に

な
れ
た
も
の
の
、
当
初
は
、
ま
だ
ま
だ
知
ら

な
い
事
が
多
く
、
沢
山
の
勉
強
が
必
要
で
し

た
。
幸
い
工
芸
は
、
神
保
町
や
銀
座
通
り
な

ど
の
デ
ザ
イ
ン
資
料
の
宝
庫
に
恵
ま
れ
て
い

ま
す
の
で
必
要
に
迫
ら
れ
て
、
夢
中
で
勉
強

し
ま
し
た
。
見
て
来
た
ば
か
り
の
ポ
ス
タ
ー

等
を
掲
示
資
料
に
し
て
、
興
奮
さ
め
や
ら
ぬ

ま
ま
に
、
生
徒
諸
君
に
ど
ん
ど
ん
見
せ
、
熱

っ
ぽ
く
話
し
て
い
た
も
の
で
す
。
こ
の
事
は

生
徒
へ
の
か
な
り
の
刺
激
に
な
っ
た
よ
う
で

す
。

●
想
い
出
ト
ラ
ン
プ

　

３
年
の
デ
ザ
イ
ン
実
習
の
時
、
希
望
を
調

べ
て
３
班
（
商
業
、
工
業
、
工
芸
デ
ザ
イ
ン
）

の
３
つ
に
編
成
し
た
授
業
を
行
っ
た
時
期
が

あ
り
、
私
は
商
業
デ
ザ
イ
ン
班
を
受
け
持
ち

ま
し
た
。
集
っ
た
の
は
13
人
、
こ
の
13
と
い

う
数
字
は
、
す
ぐ
に
ト
ラ
ン
プ
の
13
枚
に
結

び
つ
き
、
13
人
そ
れ
ぞ
れ
が
１
枚
ず
つ
受
け

持
ち
、
残
っ
た
ジ
ョ
ー
カ
ー
が
何
と
私
の
担

当
で
し
た
。

　

13
枚
に
統
一
感
を
出
す
た
め
、
13
枚
が
色

味
の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
で
移
っ
て
い
く
、
必

ず
昆
虫
を
１
匹
ず
つ
描
き
込
む
、
ど
こ
か
に

ぼ
か
し
表
現
の
部
分
を
作
る
、
な
ど
の
共
通

条
件
を
設
定
し
、
大
き
さ
を
「
Ｂ
全
」
と
い

う
大
版
を
用
い
て
制
作
に
挑
み
ま
し
た
。
こ

の
作
品
群
は
、
工
芸
祭
の
時
、
天
井
近
く
の

高
さ
に
斜
め
下
を
向
い
て
飾
ら
れ
、
大
変
話

題
に
な
っ
た
よ
う
で
、
Ｄ
科
の
先
生
方
に
も

ほ
め
て
戴
き
、
忘
れ
ら
れ
ぬ
想
い
出
と
な
っ

て
い
ま
す
。

●
現
在
の
創
作
活
動
と
「
盛せ
い

硯け
ん

会か
い

」

　

私
は
幼
少
の
頃
か
ら
絵
や
字
を
か
く
の
が

大
好
き
で
、
中
・
高
校
生
の
頃
な
ど
、
授
業

が
退
屈
だ
と
、
ノ
ー
ト
に
鉛
筆
や
ペ
ン
で
、

活
字
の
明
朝
体
を
ビ
ッ
シ
リ
と
描
き
ま
く

る
、
と
い
っ
た
調
子
で
し
た
。

　

し
た
が
っ
て
、
７
・
８
年
前
ま
で
、
自
分

の
所
属
す
る
「
書
海
社
」
と
、
本
邦
最
大
と

い
わ
れ
る
「
読
売
書
法
会
」
と
に
出
品
を
続

け
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
70
歳
ま
で
に
と
目

標
に
し
て
い
た
、
書
海
社
の
審
査
員
と
、
読

売
書
法
会
の
役
員
に
な
れ
ま
し
た
の
で
、
公

募
展
へ
の
出
品
を
や
め
、
今
は
自
分
の
教
室

の
み
で
の
ん
び
り
楽
し
く
や
っ
て
お
り
ま

す
。

　

一
方
、
盛
硯
会
で
は
、
20
人
近
く
の
会
員

が
活
動
し
て
い
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
が
、
工

芸
の
Ｏ
Ｇ
で
す
。
従
っ
て
、
書
道
だ
け
で
は

も
の
た
り
な
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
造
形
的

な
作
業
も
と
り
入
れ
、
10
月
に
は
、
２
回
目

の
書
道
と
「
文
字
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
造

形
」
と
を
合
体
し
た
「
書
芸
展
」
を
北
青
山

●
工
芸
高
校
と
私

　

小
学
校
低
学
年
の
頃
か
ら
私
は
、
工
芸
高

校
（
当
時
は
府
立
工
芸
学
校
か
）
と
い
う
素

晴
し
い
学
校
の
存
在
を
知
っ
て
い
た
の
で

「書芸展」会場で会員の庄司さん（元D科教員）と

行書七言二句

「書芸展」の立体看板

「花咲く日々」を隠し文字で表現した
木工レリーフ

楷
書
、
李
白
の
漢
詩
、
読
売
書
法
展
で
の
特
選
作
品

（
こ
の
作
品
で
役
員
に
昇
格
）
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の
画
廊
で
開
催
し
ま
し
た
。
一
寸
変
っ
た
展

示
会
と
い
う
事
も
あ
り
、
会
場
は
驚
く
ほ
ど

沢
山
の
来
場
者
で
溢
れ
皆
ホ
ク
ホ
ク
の
笑
顔

で
し
た
。
来
場
者
の
中
か
ら
５
人
程
入
会
者

が
あ
り
、
現
在
、
新
年
会
、
食
事
会
、
旅
行

な
ど
催
し
て
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

像
仕
様

・
像　
　

樟
（
伊
豆　

河
津
産
）

　

�

木
寄
せ
造
り　

内
刳
り　

叩
き
鑿　

淡
彩

仕
上
げ

　

座
高
85
㎝
×
幅
79
㎝
×
奥
行
60
㎝　

38
㎏

・
椅
子　

楢

　

カ
シ
ュ
ー
に
よ
る
黒
漆
塗
り

　

�

高
さ
１
５
６
㎝
×
幅
79
㎝
×
奥
行
60
㎝�

38
㎏

・
付
属

　

沓　
　

樟

　

沓
台　

槐　

古
材

道
元
禅
師
御
像
制
作
に
つ
い
て

（
秋
田
県
鹿
角
市
毛
馬
内　

仁
叟
寺
）

福
本
晴
男
（
昭
和
35
・
Ｆ
卒
）

　

平
成
21
年
秋
、
父
親
と
同
郷
の
毛
馬
内
出

身
の
方
よ
り
、
道
元
禅
師
像
制
作
依
頼
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

遠
い
諸
霊
供
養
も
で
き
る
こ
と
、
謹
ん
で

制
作
を
お
引
き
受
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

像
造
の
手
が
か
り
と
し
て
、

・「
道
元
禅
師
像（
道
元
観
月
の
像
）」

�
─�
福
井
県
宝
慶
寺
蔵　

鎌
倉
時
代　

示
寂
の
４
年
前
道
元
禅
師
50
歳
ご

ろ
の
像
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

・�「
道
元
禅
師
頂
相
（
墨
染
め
曲
彔

律
衣
座
像
）」

─�

福
井
県
永
平
寺
承
陽
殿
造　

室
町

時
代

こ
の
２
つ
の
画
像
を
基
本
に
、
そ
の
他
諸
像

を
参
考
に
進
め
ま
し
た
。

　

木
取
り
、
木
寄
せ
が
終
わ
り
、
こ
な
し
に

か
か
っ
た
と
こ
ろ
で
、突
然
東
日
本
大
震
災
、

地
震
、
津
波
、
原
発
事
故
、
三
重
の
大
災
害

が
起
こ
り
ま
し
た
。
禅
師
誕
生
か
ら
８
０
０

余
年
の
霊
歴
の
中
、
人
の
世
で
起
こ
っ
た
事

実
を
記
憶
し
忘
れ
な
い
た
め
、
椅
子
背
板
に

津
波
模
様
を
刻
み
、
慈
悲
を
も
っ
て
「
現
実

を
凝
視
」
す
る
道
元
禅
師
像
を
刻
み
だ
す
こ

と
に
専
念
。
開
眼
ま
で
に
足
か
け
５
年
、
自

刻
自
彩
に
よ
る
制
作
で
す
。

●
校
友
の
活
躍

「
投
稿
を
歓
迎
し
ま
す
。」

＊�

皆
様
の
個
展
・
展
覧
会
出
品
・
受
賞
、
新

聞
で
紹
介
さ
れ
た
等
、
ご
活
躍
の
様
子
を

ぜ
ひ
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
写
真
、
案
内
状

等
も
で
き
る
だ
け
ご
提
供
下
さ
い
。

＊
ク
ラ
ス
会
の
様
子
も
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

●�

締
切
：
原
則
と
し
て
、
２
月
末
、
７
月

末
、
10
月
末
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

郵
送
先
：
築
地
工
芸
会
（
工
芸
高
校
の
住
所
）

　

メ
ー
ル
送
付
先
：taquya@

nifty.com

〒132-0031  東京都江戸川区松島2-1-7
電話 03-3656-5766  FAX 03-3656-5675

各種金型設計製作
（プラスチック・ダイカスト・プレスおよび成形）

株式会社 マツキ

代表取締役会長　鈴木　輝彦
（昭和41・Ｍ科卒）

盛硯会旅行　京都・奈良・吉野（D科OBのご招待）

ic用各種タイバーカッター
各種専用機　設計製作

（有）神戸自動機製作所
代表取締役　神  戸  道  夫

定Ｍ13（昭36）

〒270-0156  千葉県流山市西平井1031-7
TEL.0471-59-6201  FAX.0471-59-5127  

道元禅師像（等身）
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次
の
方
々
の
個
展
・
出
品
等
が
あ
り
ま
し

た
。

◎
個
展

第
５
回　

鋳
る　

戸
津
圭
之
介
展

―
鎮
魂
の
譜
―
（
昭
和
32
・
Ａ
卒
）

　

巣
鴨
・
高
岩
寺
会
館

第
38
回　

岩
井
昌
代
個
展（
昭
和
39
・
Ｄ
卒
）

　

京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
ロ
ビ
ー
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　

平
和
へ
の
祈
り
を
込
め
て
描
く
、
美
し
さ

と
静
け
さ
に
満
ち
た
風
景
。
し
ぐ
さ
や
た
た

ず
ま
い
か
ら
イ
メ
ー
ジ
を
抽
出
し
て
描
く
女

性
像
。

◎
出
品

第
60
回
日
本
伝
統
工
芸
展

　

日
本
橋
三
越
本
店　

本
館
・
新
館

　

７
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

・
染
織

松
原　
　

忠
氏
（
昭
和
57
・
Ｍ
卒
）

　

藍
形
染
着
物
「
竹
林
の
光
芒
」

松
原　

伸
生
氏
（
昭
和
59
・
Ｄ
卒
）

　

長
板
中
形
着
尺
「
雲
文
」

・
金
工

田
口　

壽
恒
氏
（
昭
和
34
・
Ａ
卒
）

　

人
間
国
宝

　

鍛
朧
銀
面
取
鉢

桂　
　

盛
仁
氏
（
昭
和
39
・
Ａ
卒
）

　

人
間
国
宝

　

兜
虫
金
具

・
木
竹
工

林　
　

哲
三
氏
（
昭
和
37
・
Ｆ
卒
）

　

黒
柿
赤
漆
四
方
箱

須
田　

賢
司
氏
（
昭
和
48
・
Ｆ
卒
）

　

楓
拭
漆
小
箪
笥
「
碑
林
玄
英
」

14
人
展

　

横
浜
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー　

ミ
ロ

安
藤　

良
子
氏
（
昭
和
34
・
Ｄ
卒
）

第
36
回　

創
型
会
秋
季
展

　

田
中
八
重
洲
画
廊

佐
野　

一
義
氏
（
昭
和
17
・
Ｆ
卒
）

　

「
微　

睡
」

福
本　

晴
男
氏
（
昭
和
35
・
Ｆ
卒
）

　

「
悲
し
み
が
立
つ
」

お
と
な
の
工
芸
祭
２
０
１
３

　

�

神
楽
坂
Ａ
Ｒ
Ｔ�

Ｇ
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｙ
（
ア
ー

ト
ガ
レ
ー
）
ギ
ャ
ラ
リ
ー

参
加
者

●
江
連　

誠
（
昭
和
51
・
Ｄ
卒
）
プ
ロ
デ
ュ

ー
サ
ー　

●
佐
藤
秀
男
（
昭
和
51
・
Ｄ
卒
）

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー　

●
永
井
裕
明

（
昭
和
51
・
Ｄ
卒
）
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

●
飯
嶋
晶
子
（
昭
和
51
・
Ｄ
卒
）
ド
レ
ス
デ

コ
レ
ー
タ
ー
・
調
理
師　

●
村
雲
玲
子
（
昭

和
51
・
Ｄ
卒
）
飯
田
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
勤
務

●
狩
野
浩
之
（
昭
和
53
・
Ｄ
卒
）
パ
ッ
ケ
ー

ジ
デ
ザ
イ
ナ
ー　

●
佐
久
間
美
行
（
昭
和

57
・
Ｄ
卒
）歯
科
衛
生
士　

●
金
児
剛
夫（
昭

和
58
・
Ｄ
卒
）
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー

●
菊
地
和
浩
（
昭
和
58
・
Ｄ
卒
）
工
業
デ
ザ

イ
ナ
ー
・
玩
具
デ
ザ
イ
ナ
ー　

●
松
原
伸
生

（
昭
和
59
・
Ｄ
卒
）
染
色
工
芸
家　

●
松
村

素
子
（
昭
和
59
・
Ｄ
卒
）
Ｃ
Ａ
Ｄ
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
・
画
家　

●
大
竹
美
樹
（
昭
和
59
・
Ｄ

卒
）
フ
ラ
ワ
ー
ア
ー
テ
ィ
ス
ト　

●
瀧
山
幸

代
（
昭
和
61
・
Ｄ
卒
）
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー

●
帆
足
宗
二
郎
（
昭
和
64
・
Ｄ
卒
）
デ
ィ
ス

プ
レ
イ
請
負
人　

●
猪
上
雅
也
（
平
成
２
・

Ｄ
卒
）
刺
繍
職
人　

●
渕　

賢
二
郎
（
平
成

３
・
Ｄ
卒
）
焼
き
物
屋　

●
村
木
邦
子
（
平

成
３
・
Ｄ
卒
）
元
デ
ザ
イ
ナ
ー　

●
杉
原
由

美
子
（
平
成
４
・
Ｄ
卒
）
Ｃ
Ｇ
デ
ザ
イ
ナ
ー

（
平
成
３
・
Ｄ
卒
）　

●
吉
嵜
正
治（
平
成
５
・

Ｄ
卒
）
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
・
デ
ザ
イ
ナ
ー

●
遠
藤
裕
美
（
平
成
５
・
Ｄ
卒
）
イ
ラ
ス
ト

レ
ー
タ
ー
・
デ
ザ
イ
ナ
ー　

●
栗
山
あ
ゆ
み

（
平
成
５
・
Ｄ
卒
）
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
・

会
社
員　

●
宮
尾
純
子
（
平
成
５
・
Ｄ
卒
）

向
島
芸
妓　

●
山
田
雅
子
（
平
成
５
・
Ｄ
卒
）

金
属
加
工
業　

●
水
沢
あ
ゆ
み
（
平
成
６
・

Ｄ
卒
）
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
・
グ
ラ
フ
ィ

ッ
ク
デ

ザ
イ
ナ

ー　

●

君
島
昌

之
（
元

デ
ザ
イ

ン
科
教

諭
）
昭

和
46
年

～
平
成

６
年
在

職

●
校
友
の
活
躍

「九色鹿」今昔物語より

会場にて永井裕明さんと君島先生

I.F.パートナーズ特許事務所
弁理士　中山　清
（昭33年M科）

〒101-0064
東京都千代田区猿楽町2-8-16
　　　　　　　　　　平田ビル8階

電話　03-5577-3025
FAX　03-5577-3027
Email　nakayama@ifpat.gr.jp

「ヴェネチア幻想」
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吉
和
君
は
写
真
に
入
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

話
は
在
学
中
か
ら
20
代
の
生
業
の
定
ま
る

頃
が
多
く
、
半
世
紀
経
て
も
皆
よ
く
憶
え
て

い
ま
す
。
学
校
か
ら
の
紹
介
も
、
そ
の
後
の

互
い
に
関
わ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
の
だ
ろ

う
か
。
長
い
間
思
っ
て
い
た
こ
と
も
友
人
か

ら
の
言
葉
で
理
解
が
更
に
深
ま
り
ま
し
た
。

　

多
く
が
傘
寿
を
迎
え
る
２
年
後
に
再
会
を

約
し
て
別
れ
ま
し
た
。
湯
島
「
天
庄
」
に
て

�

（
井
上　

稔
）

●
昭
和
32
年
卒
全
日
制
Ｄ
科
の
親
睦
会

　

忘
年
会
に
は
、
や
や
早
い
平
成
25
年
の
11

月
９
日
㈯
、
私
た
ち
デ
ザ
イ
ン
科
６
期
生
の

有
志
７
名
は
、
浅
草
の
水
上
バ
ス
乗
り
場
に

集
合
し
て
、
水
上
バ
ス
に
乗
船
。

　

約
１
時
間
の
隅
田
川
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
の

後
、
浜
離
宮
恩
賜
庭
園
に
上
陸
し
ま
し
た
。

　

好
天
に
恵
ま
れ
た
浜
離
宮
庭
園
を
散
策
、

１
時
間
半
の
紅
葉
狩
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
近
く
の
築
地
場
外
市
場
を
抜
け

本
年
先
生
は
米
寿
を
迎
え
ら
れ
た
と
お
聞
き

し
、
急
遽
合
同
祝
賀
会
と
致
し
ま
し
た
。

　

出
席
者
全
員
先
生
か
ら
思
い
も
よ
ら
ぬ
お

祝
い
を
頂
戴
致
し
ま
し
た
。
大
変
恐
縮
致
し

ま
し
た
が
我
々
も
何
か
お
祝
を
、
と
思
い
ま

し
た
が
、
急
な
事
と
て
慌
て
て
調
達
し
た
心

ば
か
り
の
も
の
を
差
し
上
げ
長
寿
を
心
か
ら

祝
福
致
し
ま
し
た
。

　

宴
は
４
時
間
半
に
及
び
別
れ
を
惜
し
み
つ

つ
再
会
を
約
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
し
て
も
卒
業
以
来
60
年
黄
泉
に
旅

立
っ
た
者
、
病
と
闘
っ
て
い
る
者
の
多
さ
に

唯
々
時
の
経
つ
速
さ
と
長
さ
を
実
感
し
た
ク

ラ
ス
会
で
し
た
。�

（
曽
我
部　

上
）

●
昭
和
30
年
定
時
制
Ａ
科
卒
ク
ラ
ス
会

　

２
年
前
に
４
年
間
担
任
し
て
頂
い
た
橋
本

幸
男
先
生
が
逝
か
れ
、
３
年
振
り
の
ク
ラ
ス

会
の
は
じ
め
に
黙
禱
を
捧
げ
ま
し
た
。

　

前
回
前
立
腺
手
術
だ
っ
た
西
久
保
泰
重
君

も
快
癒
し
参
加
者
は
12
名
、
遅
刻
し
た
本
多

●
辰
巳
会
（
昭
和
23
年　

第
二
本
科
卒
）

　

昨
年
は
猛
暑
が
続
く
特
別
暑
い
夏
で
し
た

が
、
９
月
６
日
㈮
に
地
の
利
が
あ
る
上
野
駅

近
く
の
上
野
が
ん
こ
本
店
に
て
第
28
回
辰
巳

会
を
開
き
ま
し
た
。
傘
寿
も
超
え
高
齢
の

我
々
で
す
が
、
皆
、
記
憶
力
は
抜
群
で
、
工

芸
時
代
の
思
い
出
話
に
花
が
咲
き
、
う
な
ず

い
た
り
手
を
打
っ
た
り
感
嘆
の
声
を
上
げ
た

り
、
そ
れ
は
そ
れ
は
大
盛
況
で
し
た
。

　

次
回
は
平
成
26
年
９
月
５
日
㈮
で
す
。
全

員
変
わ
ら
ぬ
壮
健
さ
で
集
ま
れ
る
こ
と
で
し

ょ
う
。
参
加
者
が
１
人
で
も
増
え
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
宜
し
く
！

�

（
田
代　

智
隆
）

● 

昭
和
30
年
全
日
制
Ａ
科
卒
喜
寿
を
祝
う
ク

ラ
ス
会

　

久
し
振
り
の
ク
ラ
ス
会
に
安
原
先
生
を
お

招
き
し
て
喜
寿
を
祝
う
会
と
し
ま
し
た
が
、

●
ク
ラ
ス
会

親
睦
会
場
の
『
す
し
ざ
ん
ま
い
奥
の
院
』
に

到
着
。
先
着
の
級
友
を
交
え
、
８
名
に
な
っ

た
私
た
ち
は
、
毎
年
恒
例
の
有
志
親
睦
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
『
す
し
ざ
ん
ま
い
』
お
勧
め
の
大

皿
料
理
を
囲
み
、
尽
き
ぬ
工
芸
時
代
の
思
い

出
に
往
く
晩
秋
の
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し

た
。�

（
上
口
睦
人
）

● 

33
会（
昭
和
33
年
全
日
制
Ｆ
科
卒
ク
ラ
ス
会
）

　

昭
和
33
年
木
材
工
芸
科
卒
業
の
ク
ラ
ス
会

は
、
平
成
25
年
９
月
28
日
港
区
海
岸
の
イ
タ

リ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
、
オ
ー
シ
ャ
ン
デ
ィ
ッ

シ
ュ
ク
オ
ン
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

久
し
ぶ
り
の
ク
ラ
ス
会
で
し
た
が
、
レ
イ

ン
ボ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
か
ら
湾
岸
の
夜
景
が
一
望

で
き
る
貸
切
会
場
の
気
楽
さ
か
ら
学
生
時
代

に
戻
っ
た
気
分
で
、
飲
ん
で
、
食
べ
て
、
語

り
合
い
ま
し
た
。

　

卒
業
後
55
年
経
っ
て
い
ま
す
が
多
く
の

メ
ン
バ
ー
が
現
役
で
仕
事
を
し
て
い
る
の

で
ク
ラ
ス
会
の
禁
句
（
孫
の
話
・

病
気
の
話
・
年
金
の
話
）
は
全
く

出
ず
、
活
気
あ
ふ
れ
る
ク
ラ
ス
会

で
し
た
。

　

次
回
は
平
成
26
年
の
秋
に
行
う
こ

と
を
決
め
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
石
井
三
雄
、上
田
邦
介
、

久
保
田
照
雄
、
郡
司
敏
治
、
澤
田
泰

雄
、
田
中
耀
信
、
中
台
三
雄
、
中
村

志
郎
、
名
取
孝
久
、
牟
田
幸
彦
、
吉

川
弘
、
長
堀
映
司
の
12
名
で
し
た
。�

�

（
長
堀
映
司
）

さ
ん
さ
ん
か
い

辰巳会（昭和23・24年第二本科卒）

昭和30年全日制A科卒　喜寿を祝うクラス会

昭和30年定時制A科卒　クラス会

昭和32年卒全日制D科の親睦会
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●
平
成
13
年
全
日
制
Ａ
科
卒　

三
十
路
会

　

平
成
25
年
３
月
に
同
級
生
が
全
員
三
十

路
に
突
入
し
た
記
念
に
渋
谷
に
て
三
十
路

ク
ラ
ス
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
担
任

の
井
上
先
生
は
都
合
に
よ
り
参
加
で
き
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
男
性
９
名
女
性
33
名

の
42
名
い
た
ク
ラ
ス
で
今
で
も
全
員
と
連

絡
が
取
れ
る
強
い
絆
が
あ
り
こ
の
度
28
名

が
参
加
し
ま
し
た
。
母
と
な
り
子
供
も
連

れ
た
参
加
者
も
い
た
の
で
昼
の
部
と
夜
の

部
に
分
け
て
の
開
催
で
す
。

　

も
の
づ
く
り
の
工
芸
を
で
て
、
現
在
ジ

ュ
エ
リ
ー
職
人
・
革
職
人
・
パ
ン
職
人
・

Ｗ
Ｅ
Ｂ
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
特
殊
な
仕
事
だ
と

数
万
人
の
前
で
ラ
イ
ブ
を
す
る
プ
ロ
ド
ラ

マ
ー
・
福
井
放
送
の
女
子
ア
ナ
・
石
垣
島

で
居
酒
屋
店
長
、
ま
た
国
外
か
ら
ト
ル
コ
・

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
上
海
で
生
活
す
る
友
も

参
加
し
ま
し
た
。

　

卒
業
か
ら

12
年
経
っ
て

も
変
わ
ら
ぬ

友
情
に
「
や

っ
ぱ
り
工
芸

で
良
か
っ
た

な
ぁ
ー
」
と

思
え
る
１
日

を
過
ご
し
ま

し
た
！

�（
松
田　

健
）

し
て
い
ま
す
。

『
集
合
写
真
：
手
前
か
ら
右
回
り
で　

遠
藤

恵
樹
・
佐
藤
守
克
・
小
島
貴
代
子
・
歌
川
久

雄
・
近
藤
賢
治
・
青
木
実
・
山
路
益
男
・
横

倉
敬
一
・
中
村
高
久
・
古
木
嘉
雄
・
田
原
賢

二
・
児
玉
明
・
笠
井
剛
』

（
Ｍ
２
・
歌
川
久
雄
・
中
村
高
久
・
Ｍ
１
・

笠
井
剛
）

●
昭
和
23
年
本
科
Ｍ
科
卒　

忘
年
会

　

私
達
が
入
学
致
し
ま
し
た
の
は
、
昭
和
19

年
、
東
京
府
立
工
芸
学
校
精
密
機
械
科
の
50

名
で
し
た
。

　

本
年
83
歳
に
な
り
、
恒
例
の
忘
年
会
の
参

加
者
も
わ
ず
か
６
名
に
な
り
、
さ
び
し
く
思

い
ま
す
が
、
ま
た
、
来
年
も
12
月
第
１
月
曜

（
１
日
）
に
再
会
を
約
し
て
解
散
致
し
ま
し

た
。�

（
下
山
田　

信
一
郎
）

●
昭
和
39
年
全
日
制
Ａ
科
卒　

日
展
見
学
会

　

11
月
24
日
恒
例
の
日
展
見
学
を
、
担
任

の
安
原
敏
郎
先
生
及
び
同
級
生
７
名
で
行

い
ま
し
た
。

　

同
級
生
の
田
中
照
一
氏
の
作
品
を
本
人

に
解
説
し
て
い
た
だ
き
、
工
芸
卒
の
方
々

の
作
品
を
説
明
を
受
け
な
が
ら
拝
見
い
た

し
ま
し
た
。

　

終
了
後
東
京
駅
で
懇
親
会
を
行
い
米
寿

を
迎
え
ら
れ
た
安
原
敏
郎
先
生
は
元
気
に

散
会
と
な
り
ま
し
た
。�

（
坂
巻　

亨
）

● 

昭
和
45
年
全
日
制
Ｍ
科
卒　

秋
の
工
芸
祭

と
親
睦
会

　

11
月
２
日
㈯
工
芸
祭
の
見
学
会
と
親
睦

会
を
開
催
、
１
年
ぶ
り
に
皆
と
再
会
し
ま

し
た
。
工
芸
祭
に
は
旧
校
舎
以
来
久
し
ぶ

り
に
訪
れ
た
人
、
９
階
建
て
の
校
舎
を
見

学
す
る
の
に
一
苦
労
で
ゆ
っ
く
り
教
室
内

を
回
る
時
間
の
と
れ
な
か
っ
た
人
も
居
ま

し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
昔
を
思
い
出
し
な

が
ら
、
懐
か
し
く
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご

し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
夕
方
か
ら
霧
雨
の
降
る
中
、
工

芸
高
校
正
門
前
に
集
合
し
て
本
日
の
宴
会

場
「
膳
菜
や　

水
道
橋
店
」
に
向
か
い
ま

し
た
。
皆
で
陽
気
な
親
睦
会
に
し
よ
う
と

言
う
こ
と
で
、「
元
気
、
楽
し
く
、
嬉
し
く
」

の
ひ
と
時
で
し
た
。
62
歳
こ
れ
で
い
い
の

で
し
ょ
う
か
？

　

今
夜
も
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
て
工
芸
生

に
戻
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
13
名
が
参
加
し
た
気
楽
な
親
睦

会
で
し
た
が
、
次
回
は
改
め
て
、
Ｍ
１
・

Ｍ
２
合
同
ク
ラ
ス
会
を
企
画
し
、
更
に
多

く
の
旧
友
と
再
会
出
来
る
事
を
楽
し
み
に

●
ク
ラ
ス
会

昭和39年全日制Ａ科卒　日展見学会

昭和45年全日制Ｍ科卒　秋の工芸祭と親睦会

昭和23年本科Ｍ科卒　忘年会

平成13年全日制Ａ科卒　三十路会

平成�26�年�1�月�25�日築　地　工　芸　会　会　報2014　No.16010



　

優
良
賞　

３
年　

関
な
つ
み
、
長
嶋
奈
々

　
　
　
　
　
　
　
　

小
林
遼
大

●�

第
８
回
若
年
者
も
の
づ
く
り
競
技
大
会　

（
木
材
加
工
職
種
）

　

第
３
位　

３
年　

安
藤
大
祐

●�

第
27
回
デ
ザ
イ
ン
甲
子
園
（
全
国
高
等
学

校
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
展
）

　
九
州
経
済
産
業
局
長
賞　

２
年　

半
田
由
衣

　

大
川
市
議
会
議
長
賞　

３
年　

伊
勢
萌
乃

●�

第
26
回
丹
波
の
森
ウ
ッ
ド
ク
ラ
フ
ト
展

　
（
木
の
お
も
ち
ゃ
大
賞
展
）

　

優
秀
賞　

３
年　

大
和
田
智
子

　

ジ
ュ
ニ
ア
の
部

　

佳
作　

３
年　

関
な
つ
み

●�

東
京
都
建
設
系
高
校
生
作
品
展　

ポ
ス
タ

ー
部
門

　

優
秀
賞　

２
年　

佐
々
木
香
乃

　

実
習
部
門

　

審
査
員
特
別
賞

　

３
年　

石
曽
根
斐
子
、
伊
勢
萌
乃

　
　
　
　

佐
藤
駿
斗
、
澤
田
佳
央
理

　
　
　
　

瀬
尾　

真
、
長
嶋
奈
々

　
　
　
　

中
谷　

真
、
野
口
沙
絵

　
　
　
　

藤
山
莉
沙
、
増
子
華
之

　

家
具
部
門

　

最
優
秀
賞　

３
年　

長
嶋
奈
々

　

審
査
員
特
別
賞　

３
年　

野
口
沙
絵

　

Ｃ
Ｃ
Ｉ
東
京
特
別
賞　

３
年　

関
な
つ
み

　

建
設
模
型
部
門

　

Ｃ
Ｃ
Ｉ
東
京
特
別
賞　

３
年　

小
林
遼
大

　

設
計
製
図
部
門

　

最
優
秀
賞　

３
年　

唐
澤
志
歩

●
レ
タ
リ
ン
グ
検
定

　

３
級　

２
年　

29
名
合
格

●
色
彩
検
定

　

２
級　

３
年　

１
名
合
格

　

３
級　

２
年　

１
名
合
格

●
第
52
回　

建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
検
定
試
験

　

４
級　

２
年　

16
名
合
格

　

工
芸
高
校
が
４
級
学
校
賞　

受
賞

　

２
年　

橋
本
多
門
が
４
級
最
優
秀
賞
受
賞

●
第
26
回　

全
工
協
主
催　

基
礎
製
図
検
定

　

３
級　

２
年　

４
名
合
格

　
　
　
　

１
年　

27
名
合
格

　
　
　
　

２
年　

９
名
合
格

●
第
52
回　

建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
検
定
試
験

　

３
級　

２
年　

６
名
合
格

　

４
級　

２
年　

１
名
合
格

●
イ
ン
テ
リ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
資
格
試
験

　

一
次
試
験
科
目
合
格　

３
年　

２
名

G
R

A
P

H
IC

　

A
R

T
S

●�

２
０
１
３
年
９
月
印
刷
の
月
Ｐ
Ｒ
ポ
ス
タ

ー
デ
ザ
イ
ン

　

佳
作　

３
年　

曽
田　

萌
、
山
田
智
子

●�

平
成
25
年
全
国
地
域
安
全
運
動
に
伴
う
モ

デ
ル
ポ
ス
タ
ー
・
標
語

　

ポ
ス
タ
ー
最
優
秀
賞　

２
年　

山
口
和
子

●
文
京
区
高
齢
者
ク
ラ
ブ
会
員
募
集
ポ
ス
タ
ー

　

採
用　

２
年　

三
浦
奈
々
、
種
子
田
萌
夏

●
第
26
回
道
の
あ
る
風
景
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

　

努
力
賞　

３
年　

笹
川
あ
か
り

　
　
　
　
　

２
年　

田
中
雄
大

　
　
　
　
　

１
年　

石
黒
真
衣

●
未
成
年
者
喫
煙
防
止
ポ
ス
タ
ー

　

高
校
生
の
部

　
最
優
秀
賞　

２
年　

三
浦
奈
々

　

優
秀
賞　

３
年　

福
島
歌
奈
子

　
　
　
　
　

２
年　

伊
東
知
恵
、
富
安
柚
衣

●
川
の
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

　

高
校
生
の
部

　

金
賞　

２
年　

遠
藤
菜
摘

　

銀
賞　

３
年　

氣
田
愛
美
、
鶴
岡　

若
葉

　

佳
作　

３
年　

馬
場
研
登

　
　
　
　

２
年　

田
中
雄
大
、
山
内
あ
り
あ

●
第
17
回
全
国
き
も
の
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ク
ー
ル

　

高
校
生
の
部

　

金
賞　

３
年　

小
林
花
恋
、
高
橋
真
実
子

　
　
　
　
　
　
　

東　

里
香

　

銀
賞　

２
年　

曽
田　

萌

●
第
４
回
高
校
生
デ
ジ
タ
ル
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

　

準
グ
ラ
ン
プ
リ　

３
年　

清
水
樹
里

●
８
０
２
０
運
動
ポ
ス
タ
ー

　

入
選　

３
年　

小
林
花
恋
、
福
島
歌
奈
子

●�

第
９
回
Ｉ
Ｐ
Ａ
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
標
語
・

ポ
ス
タ
ー
・
４
コ
マ
漫
画
コ
ン
ク
ー
ル

　

学
校
賞

●
未
成
年
者
飲
酒
防
止
ポ
ス
タ
ー

　

佳
作　

３
年　

保
戸
田
舞

　
　
　
　

１
年　

安
田
萌
々

全
日
制

A
R

T　
C

R
A

FT

●�

ヒ
コ
み
づ
の
ジ
ュ
エ
リ
ー
カ
レ
ッ
ジ
高
校

生
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

　

ア
イ
デ
ア
賞　

２
年　

森
田
感

●
カ
ラ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
検
定
試
験

　

３
級　

２
年　

石
澤
愛
瑠

●
実
用
英
語
検
定
試
験

　

３
級　
　

２
年　

中
村
夏
音
、
加
藤
拓
実

　

準
２
級　

３
年　

田
原
咲

●
漢
字
検
定　

準
２
級　

２
年　

加
藤
拓
実

●
危
険
物
取
扱
者
試
験

　

乙
種
第
４
類　

３
年　

山
田
奈
々
未

●
色
彩
検
定　

３
級　

３
年　

１
名
合
格

M
A

C
H

IN
E

 C
R

A
FT

●
色
彩
検
定　

３
級　

２
年　

２
名
合
格

IN
T

E
R

IO
R

●
第
７
回
も
の
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

　

ク
ラ
フ
ト
部
門

　
最
優
秀
賞　

２
年　

先
崎
帆
南

　

優
秀
賞　

２
年　

渡
辺
恵
子

　

優
良
賞　

２
年　

橋
本
多
聞

　
　
　
　
　

３
年　

三
浦
孝
予

　

イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
部
門

　
最
優
秀
賞　

３
年　

唐
澤
志
歩

　

優
秀
賞　

３
年　

中
谷　

真

母
校
だ
よ
り
1

コ
ン
ク
ー
ル
等
の
入
賞
者
・
成
績
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●�
第
８
回
ス
チ
ー
ル
缶
リ
サ
イ
ク
ル
ポ
ス
タ

ー
コ
ン
ク
ー
ル

　

佳
作　

１
年　

徳
井
愛
子

●
色
彩
検
定

　

３
級　

２
年
・
３
年　

４
名
合
格

　

２
級　

２
年
・
３
年　

５
名
合
格

D
E

S
IG

N

●�

わ
く
わ
く
ど
き
ど
き
夏
休
み
工
作
教
室　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
原
画
作
成

　

３
年　

山
内
富
江

●�

（
冊
子
）
都
立
高
校
に
入
学
を
希
望
す
る

皆
様
へ

　

表
紙
原
画
作
成　

３
年　

伊
藤
彩
歌

　

挿
画
作
成　
　
　

３
年　

鈴
木
南
奈

　
　
　
　
　
　
　
　

２
年　

田
邉
香
奈
子

●
24
年
度
学
校
要
覧

　

表
紙
原
画
作
成　

３
年　

値
賀
風
花

●
文
京
区
社
会
を
明
る
く
す
る
大
会

　

ポ
ス
タ
ー
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
原
画
作
成

　

１
年　

和
田
幸
恵

　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
原
画
作
成

　

１
年　

山
本
万
貴

　

冊
子
「
情
報
」
表
紙
原
画
作
成

　

１
年　

鬼
本
結
香
、
碓
井
里
緒

　

３
年　

山
内
富
江

●�

専
門
高
校
生
徒
体
験
発
表
文
・
作
文
・
研

究
文
集

　

表
紙
原
画
作
成　

３
年　

友
野
由
紀
子

●
東
京
都
明
る
い
選
挙
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

　

文
京
区
最
優
秀
賞　

１
年　

鬼
本
結
香

　

�

文
京
区
優
秀
、
東
京
都
優
秀
、
文
部
科
学

大
臣
・
総
務
大
臣
賞　

１
年　

陣
川　

樹

　

文
京
区
優
秀
、
東
京
都
入
選

　

１
年　

木
田　

光

　

文
京
区
優
秀

　

１
年　

大
沼
博
樹
、
日
留
川
絢
子

　
　
　
　

山
本
万
貴
、
和
田
幸
恵

　

３
年　

伊
藤
彩
歌
、
今
井
志
芳
夏

●
レ
タ
リ
ン
グ
技
能
検
定

　

３
級　

２
年　

31
名
合
格　

　

２
級　

２
年
・
３
年　

13
名
合
格

●
色
彩
検
定

　

３
級　

２
年　

９
名
合
格

　

２
級　

２
年
・
３
年　

５
名
合
格

定
時
制

●�

第
20
回
東
京
都
高
等
学
校
工
業
科
生
徒
研

究
成
果
発
表
大
会

　

努
力
賞　

３
年
Ｉ　

内
山
佳
美

●�

平
成
25
年
度
（
第
64
回
）
東
京
都
立
高
等

学
校　

定
時
制
通
信
制
過
程
芸
術
祭

　

美
術
部
門

　

金
賞　

２
年
Ａ　

下
田　

健
太
郎

　

銅
賞　

１
年
Ａ　

ベ
ン　

ト
ゥ
ー

　

写
真
部
門

　

銀
賞　

１
年
Ｇ　

伊
原
詩
乃

　

銅
賞　

２
年
Ｇ　

坂
本
美
由
布

　

書
道
部
門　

銅
賞　

４
年
Ｉ　

志
村　

聡

●�

平
成
24
年
度
卒　

定
時
制
ア
ー
ト
ク
ラ
フ

ト
科　

第
51
回
全
国
技
能
五
輪
大
会

　

貴
金
属
装
身
具
部
門　

第
２
位　

福
山
優
香

●
平
成
25
年
度　

卒
業
制
作
展

●
日
時　

平
成
26
年

　
　
　
　

３
月
２
日
㈰
・
４
日
㈫
・
５
日
㈬

　
　
　
　

�
９
：
00
～
17
：
30
（
入
館
は
17
：

00
ま
で
）（
注
：
３
日
㈪
は
休
館
日
）

●
場
所　

東
京
都
美
術
館
１
階
第
３
展
示
室

＊�

皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
後
輩
の
勉

強
の
成
果
を
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

特
別
講
演
会

『
デ
ザ
イ
ン
の
仕
事
と
は
─

ト
ー
タ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
向
け
て
』

デ
ザ
イ
ン
科
Ｏ
Ｂ
講
演
会

　

平
成
25
年
12
月
６
日
㈮

　

都
立
工
芸
高
等
学
校
１
Ｆ
視
聴
覚
ホ
ー
ル

　

講
師
：
宮
沢　

功
氏
（
昭
和
34
・
Ｄ
卒
）

　

デ
ザ
イ
ン
科
で
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
ご
協
力
の

下
、
毎
年
期
末
考
査
後
の
時
期
に
Ｏ
Ｂ
講
演

会
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
講
演
会
は
、
デ
ザ
イ
ン
現
場
の
第
一

線
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
Ｏ
Ｂ
を
お
招
き
し
、

在
校
生
に
対
し
て
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
の
知

識
と
意
欲
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　

今
年

度
は
環

境
デ
ザ

イ
ナ
ー

と
し
て

活
動
さ

れ
て
い

る
先
輩

の
、
工

芸
高
校

時
代
か

ら
今
日
に
至
る
ま
で
の
お
話
を
頂
き
ま
し

た
。講
演
後
の
質
疑
応
答
も
活
発
に
行
わ
れ
、

生
徒
に
と
っ
て
貴
重
な
時
間
と
な
り
ま
し

た
。

都
立
工
芸
高
校
デ
ザ
イ
ン
科
教
員

�

永
田
真
希
子

●
2
0
1
3
年
度
「
工
芸
祭
」

　

平
成
25
年
11
月
２
日
㈯
・
３
日
㈰
、
母
校

に
お
い
て
２
０
１
３
年
度
「
工
芸
祭
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
ご
父
兄
や
工
芸
高
校
を
目

指
す
中
学
生
の
親
子
等
、
6
0
1
4
名
の
来

場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

�

公
募
作
品
大
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

★
ポ
ス
タ
ー　
　

３
年
D
科
・
鈴
木
南
奈

★
プ
ロ
グ
ラ
ム　

２
年
D
科
・
寺
戸
千
晴

★
記
念
バ
ッ
ジ　

２
年
G
科
・
林　

綾
乃

母
校
だ
よ
り
2
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